
＜評価項目と評価基準＞　Ｈ３０年度学校評価

具体的目標 評価基準 結果
具体的方策

（教育活動・運営活動）
評価基準 結果

総合的な学習の時間やＬＨＲに
おいて、進路研究を充実させ
る。

A

各学年の発達課題を明確にし、
進路に対する手立てを講じる。

A

定期考査基準点に達しない生
徒への指導を確実に行う。

A

内容や方法などを工夫し、朝テ
ストに取り組ませる。

A

定期的に小テストを実施し、定
着の状況をきめ細かく確認す
る。

A

各検定とも１年に１回は受検す
るよう働きかける。

A

検定対策講座を各教科で実施
するなど、合格に向けた支援を
行う。

A

模試に向けての指導を充実さ
せる。

A

結果を的確に分析・評価し、改
善点を明らかにして対策を講じ
る。

A

結果を踏まえた面談を実施し、
個々の課題や成果を明らかに
する。

A

授業評価アンケートを年２回実
施し、授業改善の課題を明確に
するとともに、生徒の実態や要
望を踏まえた授業を実施する。

Ａ:「十分に行っている」「だいたい行ってい
る」と答えた職員の割合が８０％以上
Ｂ：「十分に行っている」「だいたい行って
いる」と答えた職員の割合が６０％以上

A

指導力の向上を目指し授業研
究を全員が実施する。

Ａ:「十分に行っている」と答えた職員の割
合が１００％
Ｂ：「十分に行っている」と答えた職員の割
合が８０％以上

A

授業態度の振り返りを定期的
に実施し、望ましい態度を養う。

Ａ:「十分に行っている」「だいたい行ってい
る」と答えた職員の割合が８０％以上
Ｂ：「十分に行っている」「だいたい行って
いる」と答えた職員の割合が６０％以上

B

家庭学習記録による学習時間
調査を行い、不足している生徒
に対する個別指導を実施する。

A

学年だよりを毎月１回以上発行
し、学校生活、家庭学習等につ
いて、保護者の理解を深める。

B

各教科とも、質、量ともに、十分
な検討の上、家庭学習課題を
課すようにする。

A

各教科とも、課題の提出に向け
た働きかけを確実に行う。

A

重点目標　　「確かな学力を育成する」

Ａ：アンケート質問１に「はい」「どちらかと
いえばはい」と答えた生徒の割合が８０％
以上
Ｂ：アンケート質問１に「はい」「どちらかと
いえばはい」と答えた生徒の割合が６０％
以上

A

Ａ：アンケート質問２に「はい」「どちらかと
いえばはい」と答えた生徒の割合が８０％
以上
Ｂ：アンケート質問２に「はい」「どちらかと
いえばはい」と答えた生徒の割合が６０％
以上

A

進路に対する意識が高まった
生徒８０％以上

朝テストや小テスト、補習によ
り、学習内容を理解したと実感
した生徒８０％以上

Ａ:「十分に行っている」「だいたい行ってい
る」と答えた職員の割合が８０％以上
Ｂ：「十分に行っている」「だいたい行って
いる」と答えた職員の割合が６０％以上

Ａ:「十分に行っている」「だいたい行ってい
る」と答えた職員の割合が８０％以上
Ｂ：「十分に行っている」「だいたい行って
いる」と答えた職員の割合が６０％以上

授業内容を理解できている生
徒の割合が８０％以上

Ａ：アンケート質問アにおいて「はい」「どち
らかといえばはい」と答えた生徒の割合が
８０％以上
Ｂ：アンケート質問アにおいて「はい」「どち
らかといえばはい」と答えた生徒の割合が
６０％以上

A

Ａ:「十分に行っている」「だいたい行ってい
る」と答えた職員の割合が８０％以上
Ｂ：「十分に行っている」「だいたい行って
いる」と答えた職員の割合が６０％以上

英検、数検、漢検において、各
学年の目標級への合格を目指
す。

前期課程：ＮＲＴで偏差値６０以
上
後期課程：進研模試で偏差値６
０以上
卒業時：国公立大学合格者数３
分の２以上、進学達成率１０
０％に近づける。

Ａ:「十分に行っている」「だいたい行ってい
る」と答えた職員の割合が８０％以上
Ｂ：「十分に行っている」「だいたい行って
いる」と答えた職員の割合が６０％以上

＜英検＞
Ａ：各学年の目標級取得率が７０％以上
Ｂ：各学年の目標級取得率が５０％以上
＜数検＞
Ａ：各学年の目標級取得率が７０％以上
Ｂ：各学年の目標級取得率が５０％以上
＜漢検＞
Ａ：目標級取得率１年生７０％以上、２年
生６０％以上、３年生５０％以上
Ｂ：目標級取得率１年生５０％以上、２年
生４０％以上、３年生３０％以上

C

＜前期課程＞
Ａ：ＮＲＴで偏差値６０以上
Ｂ：ＮＲＴで偏差値５５以上
＜後期課程＞
Ａ：進研模試で偏差値６０以上
Ｂ：進研模試で偏差値５５以上
＜卒業時＞
Ａ：国公立合格者数３分の２以上、進学達
成率９０％以上
Ｂ：国公立合格者数２分の１以上、進学達
成率８５％以上

B

前期課程
課題の提出率８０％以上

Ａ：各学年の平均提出率が８０％以上
Ｂ：各学年の平均提出率が６０％以上

B

A:「十分に行っている」「だいたい行ってい
る」と答えた職員の割合が８０％以上
Ｂ：「十分に行っている」「だいたい行って
いる」と答えた職員の割合が６０％以上

前期生は2時間以上、後期生は
3時間以上をめどとし、自分で
計画を立て、その計画を基に学
習を進められた生徒が80％以
上

＜前期課程＞
Ａ：一日あたり２時間の計画を基に学習に
取り組むと答えた生徒の割合が８０％以
上
Ｂ：一日あたり２時間の計画を基に学習に
取り組むと答えた生徒の割合が６０％以
上
＜後期課程＞
Ａ一日あたり３時間の計画を基に学習に
取り組むと答えた生徒の割合が８０％以
上
Ｂ：一日あたり３時間の計画を基に学習に
取り組むと答えた生徒の割合が６０％以
上

C

Ａ:「十分に行っている」「だいたい行ってい
る」と答えた職員の割合が８０％以上
Ｂ：「十分に行っている」「だいたい行って
いる」と答えた職員の割合が６０％以上



＜評価項目と評価基準＞　Ｈ３０年度学校評価

具体的目標 評価基準 結果
具体的方策

（教育活動・運営活動）
評価基準 結果

地域や保護者との連携を図り、
活動を充実させる。

A

事前・事後の指導を充実させ、
活動の意義や価値を十分に生
徒に指導する。

A

健康や安全に留意して生活で
きた生徒９０％以上

Ａ：アンケート質問４に「はい」「どちらかと
いえばはい」と答えた生徒の割合が９０％
以上
Ｂ：アンケート質問４に「はい」「どちらかと
いえばはい」と答えた生徒の割合が７０％
以上

B
時期に応じた適切な健康管理
指導を行う。また、交通指導を
徹底する。

Ａ:「十分に行っている」「だいたい行ってい
る」と答えた職員の割合が８０％以上
Ｂ：「十分に行っている」「だいたい行って
いる」と答えた職員の割合が６０％以上

A

定期的な生活実態調査や教育
相談及びスクールカウンセラー
との連携等を進め、生徒の心
の安定を図る。

A

マイノートや家庭学習記録を活
用して、生徒理解に努める。

A

生徒対象の講演会や人権教育
強調週間での学習を計画的に
実施する。

A

職員研修会を年２回実施し、外
部指導者の招聘等、研修内容
の充実を図る。

A

学校生活上の課題を明確にし、
その解決を図るため、生徒会活
動や学級活動に主体的に参加
した生徒８０％以上

Ａ：アンケート質問６に「はい」「どちらかと
いえばはい」と答えた生徒の割合が８０％
以上
Ｂ：アンケート質問６に「はい」「どちらかと
いえばはい」と答えた生徒の割合が６０％
以上

A

専門委員会、学年委員会、執
行部等で、学校生活向上のた
めの取組を企画し、各分掌で調
整の上、計画的に実践する。

Ａ:「十分に行っている」「だいたい行ってい
る」と答えた職員の割合が８０％以上
Ｂ：「十分に行っている」「だいたい行って
いる」と答えた職員の割合が６０％以上

A

服装、登下校時間の厳守、さわ
やかなあいさつを行った生徒８
０％以上

Ａ：アンケート質問７・８に「はい」「どちらか
といえばはい」と答えた生徒の割合が８
０％以上
Ｂ：アンケート質問７・８に「はい」「どちらか
といえばはい」と答えた生徒の割合が６
０％以上

A

職員の共通理解に基づく評価
を継続的に行うとともに、指導
強化期間を設けて指導の徹底
を図る。

Ａ:「十分に行っている」「だいたい行ってい
る」と答えた職員の割合が８０％以上
Ｂ：「十分に行っている」「だいたい行って
いる」と答えた職員の割合が６０％以上

A

重点目標　　「豊かな人間性を育成する」

人権教育、同和問題及び道徳
教育の充実を図る。
・人権・同和問題の意識が高まった
生徒の割合80％以上

Ａ：アンケートで、「意識がとても高まった」
「意識が少し高まった」と答えた生徒の割
合が８０％以上
Ｂ：アンケートで、「意識がとても高まった」
「意識が少し高まった」と答えた生徒の割
合が６０％以上

A

目的の明確な充実した体験活
動やボランティア活動を実施
し、自らの成長を実感できた生
徒８０％以上

Ａ：アンケート質問３に「はい」「どちらかと
いえばはい」と答えた生徒の割合が８０％
以上
Ｂ：アンケート質問３に「はい」「どちらかと
いえばはい」と答えた生徒の割合が６０％
以上

A

Ａ:「十分に行っている」「だいたい行ってい
る」と答えた職員の割合が８０％以上
Ｂ：「十分に行っている」「だいたい行って
いる」と答えた職員の割合が６０％以上

心身ともに安心して学校生活を
送ることができた生徒８０％以
上

Ａ：アンケート質問５に「はい」「どちらかと
いえばはい」と答えた生徒の割合が８０％
以上
Ｂ：アンケート質問５に「はい」「どちらかと
いえばはい」と答えた生徒の割合が６０％
以上

A

Ａ:「十分に行っている」「だいたい行ってい
る」と答えた職員の割合が８０％以上
Ｂ：「十分に行っている」「だいたい行って
いる」と答えた職員の割合が６０％以上

Ａ:「十分に行っている」「だいたい行ってい
る」と答えた職員の割合が８０％以上
Ｂ：「十分に行っている」「だいたい行って
いる」と答えた職員の割合が６０％以上


